





























































































として、生後11年目の小学生と生後15年目の中学生を対象に、Child Behavior Check Listと
いう、精神症状と問題行動を測定し、20数ヶ国で翻訳され、児童精神医学、発達心理学で












































































































































































（１） 手の掛からない子であった・おりこうさんタイプ・素直でいい子 ― 11ケース
（２） 不安症・神経質・敏感・感受性が強い ― ６ケース






（５） 孤立感をもっている・マイペースの子・一人遊びが好き ― ４ケース
（６） 我ママ・我を通す・我を張り我慢出来ない ― ４ケース
（７） 反抗期が無かった ― ３ケース
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